
ポイント

・ハウス栽培の場合では、高温多湿条件で斑点性の菌は既に早い時期からハウス内を遊泳していると思われる。

・立茎時期は地域性やハウス構造、水管理、前年度の発生状態で異なるものの極力抑える様な環境を整えましょう。

・登録のある薬剤を使用するとともに茎葉硬化対策でＰＫゴー（2000～3000倍）を散布すると効果はより高くなると思えます。
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梅雨入り前

梅雨入り前

斑点類（斑点・褐斑）の第一回の防除は立茎時期よりやや早くしましょう。

従来の薬散時期（1回目） ・その後7日置きに摘芯までに6回前後

今後の薬散時期（1回目） ・その後7日置きに摘芯までに6回前後

立茎当日～～5・7日

立茎前～～3～5日


